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１．学校評価総括

建学の理念 「誠実・明朗」 －心身ともに健康で、使命感を持つ、誠実な人間を育成する－

教育目標 １.能力を最大に伸ばす －学力向上の取り組みの充実－
２.豊かな人間性を育む －心を育む教育の推進－

目標とする人物像
１．明朗で知性溢れる人
２．不屈の精神を持って使命感を全うする人
３．自己を確立しつつ、社会性豊かな人
４．この世に生を受けた幸福を知る人

建学の精神のもと、児童 ひとりが自ら考えて行動すること、感謝の気持ちを持つこと、当たこれまでの 本校は、 一人
り前のことを当たり前にすることが大切であると考えて教育に取り組み、一定の評価をいただいている。令成果と課題
和５年度から本校の教育の軸として 全学年で生活・総合の授業の一環としてCollege Timeを新設した み、 。「
らい型リーダーの育成」を掲げ、里山を活用した問題解決型学習を進めるとともに、児童たちが自ら設定し
た課題について主体性・協働性・創造性を持って探求していくことを目的とし、昨年度も精力的に活動に取
り組んだ。特に昨年度から40分授業を開始し、各学年の授業のコマ数を確保することで、２年前まで不定期
にしか取ることのできなかったCollege Timeを毎週複数時間設定することができるようになった。より体系
的に活動に取り組むことができるようになり、児童・保護者からもCollege Timeについてはしっかりと評価
をいただいている。今年度もさらに有意義な教育活動となるよう進化を遂げていきたいと考えている。
本校の教育の土台となる心の教育については、令和７年度もしっかりと取り組むことができた。特に、令和
７年度はチーム担任制を導入し、これまで以上に児童 ひとりに対して多くの教員が関われるようにな一人

一ったことで、多角的な認識を教員が持てるようになった。宗教的情操教育とも絡めながら、今後も児童
ひとりを大切に見守ることを、本校教育の基軸として常に大切に考えていきたい。また、学習において人

も、基礎・基本を大事にし、丁寧に取り組むことができていた。特に、先述のCollege Timeを中心に、どの
、 。 、教科でも学び合い・話し合い等の活動を重視し 児童の主体的な学びを進めることができた 令和８年度も

児童の主体性・協働性・創造性をしっかりと伸ばす教育を展開し 「みらい型リーダーの育成」に注力する、
ことを考えている。

本年度の重点目標 具体的目標 総合評価

みらい型リーダーの育成 １．豊かな人間性を育む 児童の主体的な学びを大切にしつつ、基
２． 礎学力の定着を第一と考え、毎日の課題主体性・協働性・創造性を育む

に丁寧に取り組むよう指導できている。
児童の実情に応じた、きめ細やかな指導
を大切にしてきたが、今後も継続してい
きたい。また、宗教（道徳）の授業を通
「 」「 」して 感謝の心 相互礼拝・相互扶助

の精神や人としての基盤を養うための取
り組みは本校教育の根幹であり、今後も
しっかりと継続していく。

一人ひとりの意見や教員の意識改革と授業改善 １ 「わかる楽しさ、できる喜び」のあ 令和７年度は、児童．
考えを大切にしようと考え、授業を展開する授業作り
る意識が強まった。College Timeを中心と２．子ども自身に考えさせる教育
した探求活動はもちろんのこと、基礎基本
の定着も疎かにすることなく教育を進めて

。いきたい

教員組織の活性化 １．機能的な組織作り 校務分掌に沿って、日常の業務は機能的
２．教員の相互理解と協働 に運営されていると考えている。令和８

年度は、さらに研修の機会や情報交換の
場を増やしていくよう努めていく。

入学志願者・入学者の安定確保 広報活動の充実 令和７年度は、説明会や体験会の内容を
再考したほか、SNSの積極的な活用に力
を入れた。令和９年度新入生の募集にお
いては現在のところ好感触を得ている。
今後もポスターやチラシ配布も積極的に
行い本校の魅力をアピールし、入学志願
者を増やす不断の努力を継続する。



２．教育活動に関する評価（内部評価）

評価項目 具体的目標と方策 評価指標 評価結果

Ａ
建学の理念に基づく 学校運営方針の策定 建学の精神に基づいた学校運営方針を策定し、それに則った教
学校運営方針 育が行われている。

Ａ教育目標 宗教的情操に基づき豊かな心を持つ教養人を育成している。 Ａ

児童の能力の最大開発のため誠心誠意教科指導している。 Ａ

教科指導 学習指導計画 年間教育計画に則った授業が行われている。 Ａ

Ａ Ａ
学力養成 「わかる楽しさ、できる喜び」のある授業づくりを心掛け、確

かな学力を養う授業が行われている。

家庭学習 各学年に応じた家庭学習が推進されている。 Ａ

Ａ Ａ
総合的な学習の時間 総合的な学習の時間 総合的な学習の時間等に、里山等を用いて、教科横断的・総合
の指導 の指導 的な課題解決学習が行われている。

英語教育 英語教育 会話重視の英語教育が行われている。 Ａ Ａ

ICT教育 ICT教育 タブレット端末を利用した学習が推進されている。 Ａ Ａ

特別活動 学校行事 学校、学年、学級行事に意欲的に推進している。 Ａ

Ａ
Ａ

児童会・クラブ活動 児童会やクラブ活動で自主性を重んじた活動を推進している。
の活性化

道徳（宗教）教育 道徳（宗教）教育 基本的な道徳的価値観や実践力の育成に取り組んでいる。 Ａ Ａ

Ａ
人権教育 人権教育指導計画の 各学年に応じた目標と年間指導計画を作成し、それに基づいた

立案と実施 授業が行われている。
Ａ

Ａ
いじめ対策 学校いじめ防止基本方針をもとに、いじめの予防、早期発見、

問題解決に組織的に取り組んでいる。

児童指導 生活指導 学校の決まりや生活目標が共通理解できている。 Ｂ

規範意識、通学マナーの向上に取り組んでいる。 Ａ

Ａ学年経営 学年の教育目標を作成し、チームとして協力しながら学年経営 Ａ
に取り組んでいる。

Ａ
児童一人一人を我が子のように大切にした教育が行われている。

Ａ Ａ
進路指導 中学部進学 中学部進学に向けて高学年の児童や保護者に適切な情報を提供

している。

評価は４段階 Ａ…できている Ｂ…ほぼできている Ｃ…あまりできていない Ｄ…できていない（要改善）

３．学校経営に関する評価（内部評価）
評価項目 具体的目標と方策 評価指標 評価結果

安全管理 通学時の安全管理 通学の安全管理のため 各児童の通学経路等を集約できている Ａ、 。

Ａ Ａ
施設設備の安全管理 校内の施設・設備の安全、維持管理がなされているとともに、
と防災・避難訓練 防災・避難訓練を計画的に行っている。

関係諸機関との連携 不審者情報の共有等、関係機関との連絡をしている。 Ａ

Ａ
保健管理 学校保健計画の立案 学校保健計画を作成し、そのスケジュールに従って健康診断や

身体測定等を実施している。

健康増進・体力 運動への意欲・関心を高めて、児童の健康増進や体力づくりに Ａ
Ａづくり 取り組んでいる。

関係諸機関との連携 保健所、学校医などとの連絡体制を整えている。 Ａ



評価項目 具体的目標と方策 評価指標 評価結果

Ａ
家庭との連携 学校情報の発信 定期的に学校通信や学年通信、保護者会などで教育内容や計画

を家庭に伝えている。

Ａ家庭との連携 家庭との連絡や相談が必要に応じて適切に行われている。 Ａ

育友会の活性化 学校と育友会の結びつきを強化し、協力を得ている。 Ａ

組織運営 校務分掌等の連携 校務分掌ごとの話し合いがなされ、組織が機能している。 Ａ

Ａ Ａ
主任者会議・職員 会議で話し合われたことが、教育活動や学校運営に生かされて
会議 いる。

職場の人間関係 教職員相互の連絡が円滑で、意欲や力が発揮できている。 Ａ

Ａ
情報管理 公文書・帳簿類の 公文書や帳簿が整理・保管され、遅滞なく公文書が処理されて

保管・取り扱い いる。
Ａ

Ａ
個人情報の保護、 個人情報がしっかり保護され、管理できている。
管理

児童募集・広報 入試広報 計画的に入試広報活動を実施している。 Ａ
Ａ

募集広報 ホームページの更新や学校案内の配付を積極的に行っている。 Ａ

４．保護者による評価
評価結果

大項目 質問事項 （ ）平均値

建学の理念に基づく学校運営方針 建学の理念や教育目標にそった教育が行われている。 1.19

道徳（宗教）教育 あらゆる機会を通じて道徳心の育成を行っている。 1.14

教科指導 学ぶ意欲を引き出し 学力を身につけられるような授業が行われている 1.50、 。

生活指導 挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている 1.41。

いじめ問題 学校として、未然防止も含め、いじめ問題に真摯に取り組んでいる。 1.41

学校行事 学年行事や運動会・文化祭などの学校行事が積極的に行われている。 1.23

施設・設備 学校の施設や設備は整備されている。 1.91

教育相談 悩みや困ったことについて、本校の教員に気軽に相談できる。 1.14

家庭との連絡 家庭への連絡や情報提供を積極的に実施している。 1.32

学校生活 お子さんの学校生活は充実している。 1.23

評価は４段階 １…できている ２…ほぼできている ３…あまりできていない ４…できていない（要改善）

※上記の「保護者による評価」は令和７年度育友会役員、実行委員の皆様にお願いして評価していただきました。


